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皆様おはようございます。ただ今紹介されました北広島町議会

の加計でございます。この度は安芸高田市市議会議員選挙におか

れまして皆さん御当選、誠におめでとうございます。また、塚本

議員さんには議長就任おめでとうございます。それでは、座らせ

ていただきます。 

地方自治法第１０６条の規定によりまして、議長が選任される

までの間、議長の職務を行います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。  

ただ今の出席議員は８名であります。定足数に達しております

ので、これより平成２４年第２回芸北広域環境施設組合議会定例

会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

 日程第１、「仮議席の指定」を行います。 

 仮議席は、ただ今着席の議席といたします。 

 日程第２、「議長の選挙」を行います。 

 お諮りします。 

選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定に

よって副議長により指名推選にしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

【「異議なし」と言う者あり】 

御異議なしと認めます。 

したがって選挙の方法は、副議長による指名推選によることに

決定いたしました。 

ここで暫時休憩といたします。 

【暫時休憩中】 

 休憩を終わり再開いたします。 

 先ほどの議長については、塚本近君を指名いたします。 

 お諮りします。 

ただ今、副議長において指名しました塚本近君を議長の当選人

と定めることに御異議ありませんか。 

【「異議なし」と言う者あり】 

 異議なしと認めます。 

したがって、ただ今指名しました塚本近君が議長に当選されま

した。 

会議規則第３３条第２項による当選の告知をいたします。 



事  項 発 言 者 発  言  の  要  旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第３ 

 

 

日程第４ 

 

 

 

日程第５ 

 

 

 

 

 

 

日程第６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副 議 長 

 

議  長 

 

 

 

 

副 議 長 

 

 

議  長 

 

議  長 

 

 

議  長 

 

 

 

議  長 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長に塚本近君。 

塚本近君、議長当選の承諾及びご挨拶をお願いいたします。 

おはようございます。ただ今、皆様の御推挙によりこの当組合

の議長を仰せつかりました塚本でございます。何分初めてでござ

いますので、皆さんにはいろいろ御心配、御迷惑をおかけするこ

とがあろうかと思いますが、どうぞひとつよろしくお願いをいた

します。 

塚本議長、議長席にお着き願います。 

議長と交代いたします。 

どうもありがとうございました。 

 それではお手元の日程に沿いまして議事を進めてまいりたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

日程第３、「議席の指定」を行います。 

議席は会議規則第４条第２項の規定によって、ただ今着席のと

おり指定いたします。 

日程第４、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、

議長において、８番 青原敏治君及び１番 宍戸邦夫君を指名い

たします。 

 日程第５、「会期の決定について」を議題といたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日１日限りといたしたいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

【「異議なし」と言う者あり】 

異議なしと認めます。 

よって、会期は本日１日間と決定いたしました。 

日程第６、「諸般の報告」をいたします。 

議長報告をいたします。 

前回の本組合議会以後、安芸高田市市議会議員の改選に伴い、

本組合議会議員に異動がありました。 

引き続き選任されました８番 青原敏治君、新たに選任されま

した１番 宍戸邦夫君、２番 大下正幸君、７番 石飛慶久君、

そして私、塚本近です。どうぞよろしくお願いいたします。 

尚、辞職されました議員は、藤井昌之君、前川正昭君、入本和

男君、秋田雅朝君であります。 

以上で、議長報告を終わります。 
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ここで暫時休憩とします。 

【暫時休憩中】 

休憩を終わりまして、再開いたします。 

以上で諸般の報告を終わります。 

 日程第７、「議会運営委員の選任」を行います。 

 お諮りいたします。 

組合議会議員の交代に伴い、ただ今議会運営委員が２名欠員と

なっております。 

ここで暫時休憩といたします。 

【暫時休憩中】 

休憩を終わり再開いたします。 

議会運営委員の選任につきましては、委員会条例第４条第１項

の規定により、議長において議会運営委員に８番青原敏治君及び

２番大下正幸君を指名したいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

【「異議なし」と言う者あり】 

 異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名いたしました青原敏治君及び大下正

幸君を議会運営委員に選任することに決定いたしました。 

ここで暫時休憩といたします。 

【暫時休憩中】 

休憩を終わり再開いたします。 

日程第８、議案第５号「芸北広域環境施設組合廃棄物の処理及

び清掃に関する条例の一部を改正する条例」を議題といたします。

この際、議案の朗読を省略いたします。提案理由の説明を求めま

す。管理者 竹下正彦君。 

管理者の竹下でございます。どうぞよろしくお願いを申しあげ

ます。改めまして、安芸高田市議会の議員の皆様には、この度の

議会選挙、御当選の御喜びを申し上げます。そしてまた、この芸

北広域環境施設組合の議員として、この度５名の議員の皆様に御

参加をいただいたということでございます。青原議員さんは引き

続きということでありますけれども、私も初めてお会いをする議

員の皆様方が殆どでございます。塚本議長さんを始め、どうか今

後ともよろしく御指導、御協力を賜りますよう、よろしくお願い

を申しあげます。 

それでは提案理由の説明を申し上げます。 
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議案第５号でございます。「芸北広域環境施設組合廃棄物の処理

及び清掃に関する条例の一部を改正する条例」でございます。 

「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るた

めの関係法律の整備に関する法律」の施行に伴う「廃棄物の処理

及び清掃に関する法律」の一部改正により、本組合が設置する一

般廃棄物処理施設に置く技術管理者の資格基準を定める必要があ

るため、条例の一部改正について組合議会に提案するものでござ

います。 

内容につきましては、事務局から御説明申し上げます。よろし

くお願いいたします。 

詳細について、事務局に説明を求めます。事務局。 

はい、事務局から御説明いたします。 

【詳細説明】 

これをもって提案理由の説明を終わり、これより質疑に入りま

す。質疑はありませんか。４番中田君。 

今説明があった中で、組合の該当者数というところで、２名、

１名、８名とあるんで、１１名の資格者がおるというふうに思う

んですが。これらの年齢的なことについて、どういった年齢の方

が多いのか、またこういった資格を持っておる方は、順次こうし

た資格を取得するために試験を受けさせていくのか、後継者はど

う作っていくのかと、この点についてお伺いします。 

事務局。 

先ほどの年齢構成ですね、大体３０代から４０代が平均となっ

ております。それから取得についてはですね、１０号のところを

見ていただきたいのですけれども、学歴等不問と書いてあります。

これは実務経験が１０年以上あれば、技術管理者ということにな

ります。それから環境省の認定講習というのがございますけども、

こちらの方の認定講習、４日ぐらいですか、スクーリングとかあ

りますけども、そちらの方の認定講習も順次受けていただく、と

いうようなことも考えております。以上でございます。 

ほかに質疑はございませんか。 

【「なし」と言う者あり】 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。まず原案に対する反対討論の発言を

許します。 

  【「なし」と言う者あり】 
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次に原案に対する賛成討論の発言を許します。 

【「なし」と言う者あり】 

ほかに討論はありませんか。 

【「なし」と言う者あり】 

これをもって討論を終結いたします。 

これより、議案第５号「芸北広域環境施設組合廃棄物の処理及

び清掃に関する条例の一部を改正する条例」を起立により採決い

たします。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いし

ます。 

  【賛成者起立】 

起立全員であります。よって本案は原案のとおり可決されまし

た。 

日程第９、議案第６号「平成２３年度芸北広域環境施設組合歳

入歳出決算認定について」を議題といたします。この際、議案の

朗読を省略いたします。提案理由の説明を求めます。 

管理者 竹下正彦君。 

それではお手元の歳入歳出決算書の 1 ページをお願いいたしま

す。議案第６号でございます。地方自治法 第２３３条 第３項の

規定によりまして、平成２３年度一般会計歳入歳出決算の認定を

お願いするものでございます。 

歳入の決算額は、５億８,５７１万９,０３４円で、歳出の方は、

５億１,６２１万８,５８４円でございまして、差し引きの残額は、 

６,９５０万４５０円となっております。 

尚、この残額のうち、６千万円を繰越金として、２４年度予算

に充当をしております。 

詳細につきましては、事務局から御説明申し上げます。よろし

くお願いいたします。 

 詳細について、事務局に説明を求めます。事務局。 

それでは、事務局の方から詳細説明をさせていただきます。 

【詳細説明】 

【詳細説明】 

この際ここで、監査委員の監査報告を行います。木原監査委員。 

監査委員の木原でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

過日、藤井監査委員と一緒に本庁舎におきまして監査を行いま
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したので、その報告書、５ページ、６ページ、７ページとつけて

おります。 

監査の結果でございますけれども、資料、証拠書類を照合、検

証したところ、特段の指摘すべき点は特にございませんでしたけ

れども、７ページに結果及び所見ということで、尐し所見を述べ

ておりますので、御覧いただければと思います。 

まず、財務に関する事務につきましては、各種の資料、証拠書

類を出していただきまして、照合、点検をいたしました。計数に

間違いはありませんでした。適正に処理をされていると認められ

ました。また、その時に気がついた点を以下３、４点上げており

ます。 

まず、このきれいセンターでございますけれども、建築後１７

年を経過し、かつ大変なエネルギーを使う施設でございますので、

先ほど事務局の御説明もありました通り、修繕が多々発生してい

る状況にございます。そこで、今後の大規模修繕に備えた基金を

作るということ、今は財調基金でございますけれども、これは何

にでも使えるようなところでございますから、こういった建て替

えとかそういったものに備えたことを念頭に置いた基金というの

はどうなのかな、ということをお願いを、検討を、お願いしたと

ころでございます。 

また今後の施設整備、先ほどごみの量についての言及がござい

ましたけれども、今後ごみの量がどうなるのかということを踏ま

えた上で、この資源、エネルギー活用を、この施設はどうあるべ

きかということを御検討いただきたいということを申し上げまし

た。また、平成２３年度のごみと前年度比３．６％増加というこ

とがございましたけれども、これにもやはりどういった原因があ

るのかといったことを検討いたしまして、まずはリサイクル率と

か、それからごみがこちらにどんどん入ってくることが良いこと

かどうかというのは良く検討されて、実際にはリサイクルに全部

回れば一番良いと思うんですけれども、こちらの方の事業とかそ

ういったことを踏まえまして、どういった方向になるべきか、と

いうことを検討いただければ、ということで書かしていただきま

した。 

また、最後に、きれいセンターの見学というのは現在、小学生

が定期的に来られているようですけれども、実際にリサイクルを

行っている各地域の人たちも、どんどんここへ来ていただいて、
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こういった分別をしているとか、こういった処理をしているんだ

と、お金を使っているんだ、ということもどんどん啓発していた

だいて、リサイクルの役に立てるような施設を運営していただき

たい、ということを申し上げまして今回の監査の御報告といたし

ました。よろしくお願いいたします。 

これをもって監査報告を終わります。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。中田節雄君。 

 説明資料２の方なんですが、説明資料の２の３ページ、歳出の

衛生費、主な不用額の項目というところで、１１節のごみ焼却炉

修繕と回転式破砕機の整備ですね。これは、ごみ焼却炉の修繕に

ついては一般競争２社ということなんですが、不用額がかなり多

いということと、回転式破砕機整備については指名競争なしでや

っておりますけども殆どが不用額ということなんですが、これに

ついて説明をお願いします。 

 答弁を求めます。事務局。 

 ごみ焼却炉等の修繕と、それから回転式破砕機についての関係

でございます。これについて、御説明いたします。ごみ焼却炉等

の修繕でございますが、こちらの方が、予算現額１億３８９万８,

５５０円に対して決算額、入札額、契約額になりますが、こちら

の方が６,１４２万５千円、不用額が先ほど御指摘のように４,２

４７万３,５５０円となっております。当初予算を作成するときに

は、前年の１１月頃に予算を、見積り関係を取りまして、検討し

て予算計上するわけなんでございますけれども、その内容関係と

しましては、再度炉内の中を点検した結果、一部仕様変更という

ことが出てきます。その関係で予算現額の方が１億いくらござい

ますけれども、予定価格の方は、それから８,８５７万８千円にし

まして入札しております。それで、一部仕様変更の関係で、ここ

まではあまりいってないだろうという、白煙防止設備というのが

あるんですが、１号炉２号炉あるわけなんですが、こちらの方の

１号炉だけで、２号炉については様子をみていこうということで

１炉分ですね、その分の経費の仕様変更を行っております。その

関係もありまして、不用額が大きな金額、４,２４７万３,５５０

円となっております。 

それから、回転式破砕機ですが、これが、予算現額１８５万９,

５５０円、これに対して契約額、決算額になりますが、これが   

２４万１,５００円。こちらの方もハンマーの反転関係を当初予算
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で計上で考えておったわけなんですが、いざ中の方ですね、再度

点検した結果、ハンマーはもう１年ほどもつ、交換については先

送りにしても大丈夫だ、というようなこともありまして。こちら

の方も仕様変更しました関係で、それだけの不用額が生じておる

ような状況でございます。以上でございます。 

 ほかに質疑はありませんか。４番中田節雄君。 

 予算をたてられるのは、非常に難しいと思うんですがね。特に

修繕関係については、きちっと点検してみないとなかなかという

ことなんで。概算で見積って、いざやろうとするともうちょっと

もつだろう、ということが今報告されたわけですが、その辺良く

精査されて、予算の方をお願いしたいと思います。 

それとですね、もう１点。財政調整基金なんですが、これにつ

いて、今年の場合は３千万ちょっとの額を積立となっているんで

すが、それについて。監査委員さんの指摘もありますように、突

発的なものとか、あるいは機械も老朽化していって生産能力も落

ちていると思うんですけれども、こうした新たな機械設備の投資

額、それと今のを解体しようとすると、そういった費用を含めて

ですね、大体これらが後１０年もつのか１５年もつのか、その辺

の検討が私らには判断しかねますが、そういった先を見越して３

千万ずつ積み立っていけばかなりの額が出てくると思いますけど。 

毎年毎年これだけの３千万近い積立ができるとは思いませんけ

ども、そうした見通しについて、今の機械がどの程度、処理能力

が、当初から比べるとどの程度低下しつつあるのか、後何年くら

いもつのか、そうしたところと、あと解体費用を含めてわかる範

囲で良いですから、答弁お願いします。   

答弁を求めます。事務局。 

財政調整基金の積立額と施設の耐用年数とか、そういう関係に

なるかと思いますけども。財政調整基金については、３千万円プ

ラス利息を含めて２３年度は３０,１４９千円積立させていただい

ております。これは将来においてですね、いろいろ大規模補修と

いうのを考えていかなければいけないという、時期に来ています。

ごみ焼却施設の耐用年数ですよね、一般的に２０年から２５年と

いわれております。当センターは、竣工稼働以来１７年目を迎え

てですね、２３年度に今どういった状態であるかということで、

機能精密検査を行っております。これを基本にしてですね、今後

どういった整備をしていくかという一つの資料になりますけども、
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今後ですね、いろんな整備プランをですね、検討して、幾つかあ

げていきましてですね、皆様の御指導、御協力をいただきながら

整備を進めていきたいと考えております。以上でよろしいでしょ

うか。 

ただ今答弁がありましたが、中田議員さん何かほかに。４番中

田節雄君。 

耐用年数が２０年から２５年ということで、現在１７年目を迎

えておるということでありますけれども、解体の関係での説明は

ありますか。どれくらいかかるかと。それとあわせてですね、や

はりこれらをまた新しい施設を作ってとなると、今後どういう施

設を作るかということもありますが、財調基金でどれくらい積立

ててということになるのか、その辺のことも見通しもあわせて。

現在の。お願いします。 

答弁を求めます。 

施設のライフサイクルコストと、具体的にインフラといいます

か、建設から解体までの関係ですが、この年数についてはどうだ

ろうかということもありますけれども。大体解体費用というのが

一般的に２億前後くらい必要だというふうに言われております。

それから今後施設の、全国的にはですね、方針と言うよりか、施

設の延命化という方向で、今、行われている自治体も多いようで

ございます。当センターについても、施設の延命化を図るように

するためには、大体プラント業界の方からあがってきている工事

請負額は１３億、参考にあがっております。これは先々どのよう

な方向で進めていくかというのはさておきまして、大体１３億と

いうことになりますと、基金積立関係、一般財源の負担額ですね、

これが大体１億まではいかないと、概算で一応内訳で出しており

ます。 

先々設備の修繕方法については、いろいろなパターンがござい

まして、現在の補修整備関係の計画、定期的に整備をしていける

かどうか、それから施設能力が確かに中田議員さんから指摘があ

りましたように、当初の設計よりか２５から３０パーセントくら

い今落ちております。その辺の機能回復の工事を含めたもので考

えていくとか、いろいろな方法がございますけれども、今後これ

については今からですね、検討してまいりたいと考えております。

以上でございます。 

ほかに質疑はありませんか。４番中田節雄君。 
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今のことについてはですね、施設の処理能力も２０から３０の

低下という中で、ごみの処理量がまだ余裕はあるとは思うんです

が、良く良く検討してみないとわからないところがあるとは思い

ますけれども、延命化が全国的な流れで１３億くらいかかるとい

う中で、１３億かけて後何年延びるのだろうか、というところも

知りたいわけですが。これも不透明なところもありますし、後か

ら施設を作った方が良いのかな、というところも考えないではな

いんですが。その頃までに、ごみの関係がどう変化してくるのか、

というところもあわせて検討しなきゃならないと思いますが。そ

れはそれとして、検討課題なんですが、先ほど藤井議員も言われ

とったように、やはり施設について、リサイクルといいますか、

バイオマスとかそういった関係で、今のエネルギーをどういうふ

うに活用するのかというところも踏まえながら、大きな検討課題

を背負っていかないといけないのだろうかと思います。というの

は、やはり、現在外国からこれだけ資源が入ってきつつあります

が、それらがいつまでも簡単に安く入ってくるという保証はない

わけなんで、今のごみの焼却についても熱エネルギーをどうにか

活用できないものだろうか、あるいは持込みに対する、今リサイ

クルになっておりますけれども、リサイクルもやはりリサイクル

業者に渡して収入があるもの、あるいはこちらが負担しなきゃあ

いけないものというのがありますけれども、その辺のことも大学

あたりと連携して、もう尐し再資源化といいますか、こちらの方

で処理できるといいますか、製品にできるものがあるのではなか

ろうかと思います。その辺について、学術機関等々と協議された

経過はありますか。 

答弁を求めます。事務局。 

大学の方との協議関係ですよね、そちらの方は今までやってお

りません。エネルギー回収とか、いろいろ施設について、いろい

ろなところで回収関係の整備をやって、当初方針からそういった

設備をつけてやっておられるところも結構ございます。それでう

ちの当センターについては、設計当時ですよね、ごみの量的なも

のから判断してエネルギー回収として、余熱利用という温水を沸

かしてですね、農園ハウスの方へお湯の供給をすると、そういう

量的なものから、そのくらいまでのエネルギーの利用策しか当時

は考えられなかったところでございます。今後将来も含めて施設

を更新する際にですね、そういったエネルギー回収とか、バイオ
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施設を導入したようなもの、そういったものが考えられます。こ

れは、今後も検討してまいりたいと考えております。よろしくお

願いします。以上です。 

答弁を終わります。 

ほかに質疑はありませんか。 

  【「なし」と言う者あり】 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。まず原案に対する反対討論の発言を

許します。 

【「なし」と言う者あり】 

次に原案に対する賛成討論の発言を許します。 

  【「なし」と言う者あり】 

ほかに討論はありませんか。 

【「なし」と言う者あり】 

これをもって討論を終結いたします。 

これより、議案第６号「平成２３年度芸北広域環境施設組合歳

入歳出決算認定について」を起立により採決いたします。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方の起立を願います。 

  【賛成者起立】 

起立全員であります。よって本案は原案のとおり可決されまし

た。 

以上で本定例会に付議された事件の審議はすべて終了いたしま

した。 

これをもって「平成２４年第２回芸北広域環境施設組合議会定

例会」を閉会いたします。 

御苦労様でございました。 



 


